
令和 8 年度 答申（第１号） 
 
（１）特定公民連携事業について 
   ①下水道事業のウォーターPPP 導入検討について 
    事業導入は妥当と判断する。 
   【付帯意見】 
 
 
 
 
 
 

②旧東小学校利活用事業について 
    現在の利活用手法は妥当と判断する。 

【付帯意見】 
 
 

 
（２）公民連携事業の進捗評価について 

①連携事業について 
一覧の内容で妥当と判断する。 
【付帯意見】 

 
 

 
（３）事業提案について 

①笠間図書館への EV 充電器設置事業 
提案内容は妥当と判断する。 
【付帯意見】 

 
 
 
 

令和８年１０月６日 
 

笠間市公民連携審議会 
会 長  松田 智生

・地域住民が事業に社会参加で関与できることを検討すること。

・導入を進めるにあたり、官民連携レベルの目標や要求水準等の根拠を明確にす

ること。 
・市内企業と調和のとれた関係構築を図っていくこと。 

・事業が適切に執行されるよう、行政によるチェック体制を確立すること。

・各事業においてより一層の拡充を図ること。

・当該事業の運営状況（財務、利用状況）について、定期的な確認を行うこと。


